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小惑星
ミタカが衝

水星が
西方最大離角

小惑星
パラスが衝

金星と土星が
接近

しぶんぎ座
流星群が見ごろ太陽暦採用150年

コペルニクス
生誕550年＊

天文学者小田稔
生誕100年

物理学者モーリー
逝去100年

ZTF彗星が
地球最接近

金星が海王星と
接近

X線の発見者
レントゲン
逝去100年

三鷹電車跨線橋付近から
ダイヤモンド富士

みずがめ座η
流星群が見ごろ

はやぶさ初号機
打ち上げ20年

金星が
東方最大離角

水星探査機みお
スイングバイ

天文学者
プールバッハ
生誕600年＊

水星が
西方最大離角

水星が
東方最大離角

4月こと座流星群
が見ごろ

金環皆既日食＊
準惑星ハウメアが衝

金星と木星が
接近

物理学者ファン・
デル・ワールス
逝去100年

小惑星
セレスが衝

金星食（南西諸島
などで見える）

準惑星
マケマケが衝

＊ユリウス暦の日付

＊ユリウス暦の日付＊令和5（2023）年暦要項の発表（国立天文台）を参照
https://www.nao.ac.jp/news/topics/2022/20220201-rekiyoko.html

「はやぶさ2」帰還カプセルおよびリュウグウサンプル巡回
（cocobunjiプラザ/国分寺市、2/24～28）

データ ： 自然科学研究機構 国立天文台、 国際流星機構

元日

金星とプレセペ星団が接近

注目イベント

ミニマムムーン

初日の出
６時51分
（三鷹市）

太陽からの平均距離
(天文単位 )

太陽からの平均距離

天体の直径

天体の直径

「みたか太陽系ウォーク」
（１３億分の1のスケール）での
距離や大きさ

実物の
距離や大きさ

太陽からの平均距離
（三鷹駅からの距離）
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太陽から地球までの平均距離を
１天文単位 [AU]とよびます。

13億分の1のスケール

「みたか太陽系ウォーク」での天体の直径

ⒸNASA
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用語の解説はこちらから↓
みたか太陽系ウォークとは
　
国立天文台のある三鷹市では、 2009 年 （世界天文年） から、

地球の直径が１㎝になる約１３億分の１の縮尺で、 三鷹市全体を太陽系に見立てて、

１１の惑星エリアに分けた市内各所をめぐりながら太陽系を実感するスタンプラリーを行っています。

　
https://www.taiyokei-walk.jp

企画制作 ： みたか太陽系ウォーク　太陽系サポーター

星図協力 ： 星のソムリエみたか

発　　　行 ： ＮＰＯ法人三鷹ネットワーク大学推進機構

金星は、地球のすぐ内側を回っている、地球に最も近づく惑星です。

大気を持ち、大きさや重さもほほ同じであるため、地球のふたご星と言われています。

ところが、厚い大気によって地表は90気圧もあります。この大気の大部分を占める二酸化

炭素による温室効果のため、表面温度は460℃にもなる最も熱い惑星です。

厚い雲が太陽光をよく反射するため、地球からは最も明るく輝く星に見えます。

自転周期が243日と極端に遅いにも関わらず、スーパーローテーションと呼ばれる謎の秒

速100mの爆風が吹いています。

2023年は、金星に関わる天文現象の当たり年です。

三鷹の夜空でも肉眼で楽しめるものや、

双眼鏡や望遠鏡があると

より詳しく見えるものがあります。

6月4日に「東方最大離角」を迎え、

見かけ上、太陽から最も離れます。

7月７日には光度がー4.7等になって最も明るく輝き、

このころは昼間でも確認することが

できるようになります。

８月後半からは

明け方の空に回り、

「明けの明星」として輝きます。

UVI（紫外イメージャ）で撮影した

金星昼面合成擬似カラー画像

©JAXA／PLANET-C Project Team

金星探査機マゼランの

観測データによる地表面

©NASA／JPL

国立天文台　天文情報センター

※図中の金星の大きさは、地球から見た金星の視直径の違いを表しています。

金星は、地球から見ると約1年7ヶ月の周期で満ち欠

けを繰り返し、大きさも変化して見えます。地球より

も内側の軌道を公転しているため、常に太陽に近い

方向に見えます。

そのため、日の入り後の西の空には「宵の明星」、日の

出前の東の空には「明けの明星」として見えますが、真

夜中の空に見えることはありません。

金星に関わる天文現象

金星の満ち欠けと見かけの大きさの変化

「宵の明星」から「明けの明星」へ、ほぼ1年中観望好機が続く金星に注目！

太陽系第2惑星・金星大特集

太陽  Sun

水星  Mercury

金星  Venus

地球  Earth

火星  Mars

ケレス  Ceres

土星  Saturn 天王星  Uranus

海王星  Neptune

冥王星  Pluto

木星  Jupiter

６月から７月にかけての

20時ごろの西の空の様子。

金星は今年前半、「宵の明星」として

夕方から日の入り後の西の空に輝きます。

（6月4日　20時ごろの星空）

（7月7日　20時ごろの星空）
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参考資料 ： 「小学館の図鑑 NEO 宇宙」 （小学館 2018）
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データ ： 自然科学研究機構 国立天文台、 国際流星機構

用語の解説はこちらから↓
みたか太陽系ウォークとは
　
国立天文台のある三鷹市では、 2009 年 （世界天文年） から、

地球の直径が１㎝になる約１３億分の１の縮尺で、 三鷹市全体を太陽系に見立てて、

１１の惑星エリアに分けた市内各所をめぐりながら太陽系を実感するスタンプラリーを行っています。

　
https://www.taiyokei-walk.jp

世界初のプラネタ
リウム公開100周年

（ドイツ）

小惑星
エリスが衝

金星が
西方最大離角 十三夜

オリオン座
流星群が見ごろ

部分月食＊

おうし座南
流星群が見ごろ

ハッブル、M31で
セファイドを発見

10月りゅう座
流星群が見ごろ

しし座
流星群が見ごろ天王星が衝

おうし座
北流星群が見ごろ

日の出6時51分
日の入16時38分
（三鷹市）

土星が衝

ペルセウス座

流星群が見ごろ

金星が最大光度
（-4.7等）

冥王星が衝

木星が衝

水星が
東方最大離角

東京天文台
初代台長寺尾寿

逝去100年

関東大震災100年 
東京天文台の
三鷹移転加速

金星が最大光度
（-4.8等）
海王星が衝 アンタレス食

水星が西方最大
離角

中秋の名月

パイオニア10号
木星到達50年　

水星が東方最大離角

江崎玲於奈
ノーベル物理学賞

受賞50年

小惑星
ベスタが衝

ふたご座流星群が見ごろ(最高条件)
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企画制作 ： みたか太陽系ウォーク　太陽系サポーター

星図協力 ： 星のソムリエみたか

発　　　行 ： ＮＰＯ法人三鷹ネットワーク大学推進機構

みずがめ座δ南流星群が見ごろ

三鷹電車跨線橋付近から
ダイヤモンド富士
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注目イベント

伝統的七夕

スーパームーン

＊令和5（2023）年暦要項の発表（国立天文台）を参照
https://www.nao.ac.jp/news/topics/2022/20220201-rekiyoko.html

ふたご座流星群

Credit : TODA.H＆OAO/NAOJ

ペルセウス座流星群

Credit : NAOJ

街の明かりや街灯がなく、空が広く開けた安全な場所を選びましょう。

双眼鏡や望遠鏡は必要なく、自分の目で見ることが出来ます。目が暗さ

に慣れるまでには、20分くらいかかると言われています。

流星群の名になっている星座の位置や、放射点が地平線より上にあがる

時間、その日の月の有無などを事前に調べておくとよいでしょう。

長丁場に備えてシートやチェア、寒さや暑さの対策も忘れずに。

赤いセロファンで光を和らげた懐中電灯があると便利です。

惑星になれなかった小さな氷の天体である彗星は、細長い楕

円軌道で太陽の周りを回っています。彗星が太陽に近づく時、

多くのガスや塵を放出します。このため、彗星の通り道には塵

の帯ができます。地球が彗星の軌道上の塵の帯を横切る時、

たくさんの塵の粒が地球の大気に飛び込み、多くの流れ星を

見ることが出来ます。

地球は太陽の周りを一年に一周公転します。このため、地球は

毎年同じ時期に塵の帯の中に突入し、同じ時期に多くの流れ

星を見ることが出来ます。これを流星群と呼びます。

地上から見ると、流星群はある一定の方向から放射状に星が

四方八方に流れて見えます。この中心を放射点と呼びます。

流星群にはこの放射点が存在する方向にある星座名がつけら

れています。

流星群とは

流星（流れ星）とは、宇宙空間にある数ミリメートルから数センチ

メートルのサイズの塵（ちり）が、地球の大気に飛び込んだ時に発

生する高温のガスがプラズマとして光る現象のことをいいます。

流れ星はオーロラと同様に、地球の大気中で見られる現象です。

流れ星には、いつ現れるのかわからない散在流星と、同時期に

たくさん現れる流星群とがあります。

流れ星とは

8月

ペルセウス座流星群の

観察情報

星図は、12月14日の午前2時頃の星空。天頂近くに放射点があり、ここから四方八方へ流れる。

放射点が地平線より上にあるので、夜通し見ることが出来る。

12月14日の未明が最高条件となるが、前後数日にわたって見られる。

12月

ふたご座流星群の

観察情報

流星群を見るには

8月のペルセウス座流星群、12月のふたご座流星群が、ともに良い条件で見られます！

流れ星を見てみよう！二大流星群が観望チャンス

国立天文台　天文情報センター

国立天文台

星図は、8月14日の午前2時頃の星空。星図の中央に放射点があり、ここから四方八方へ流れる。

放射点の高度は明け方に近づくほど高くなるので、超・早起きしてみるのがおすすめ。

8月14日の未明が最高条件となるが、前後数日にわたって見られる。
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